
　
　
に
し
み
た
か
学
園
 

　
　
　
三
鷹
市
立
第
二
中
学
校
 

　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
青
木
　
　
睦
 

　「
開
校
七
十
周
年
に
際
し
て
」
 

　
令
和
五
年
十
一
月
二
日
、
三
鷹
市
長

を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し

て
開
校
七
十
周
年
記
念
式
典
、
祝
賀
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
祝
賀
会

で
は
吹
奏

楽
部
の
演

奏
と
記
念

対
談
と
し

て
、
本
校

卒
業
生
で

歌
人
の
天

野
慶
さ
ん

と
生
徒
と

の
対
談
を

行
い
ま
し

た
。
七
十
周
年
記
念
の
た
め
生
徒
六
百

人
が
短
歌
を
つ
く
り
、
天
野
さ
ん
に
代

表
生
徒
の
短
歌
に
つ
い
て
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

　
三
鷹
市
立
第
二
中
学
校
は
昭
和
二
十

八
年
四
月
八
日
、
第
一
中
学
校
の
校
舎

の
一
部
を
借
り
て
開
校
式
、
入
学
式
を

行
い
第
二
中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
 

開
校
当
時
の
学
区
域
は
広
く
、
現
在
の

第
四
中
学
校
の
一
部
と
第
七
中
学
校
の

全
域
で
あ
る
三
鷹
の
西
部
地
域
が
学
区

域
で
し
た
。
ア
カ
マ
ツ
が
二
中
の
シ
ン

ボ
ル
ツ
リ
ー
で
す
。
ど
ん
な
に
激
動
の

世
の
中
で
も
、
常
に
大
地
に
根
を
し
っ

か
り
張
り
、
品
格
の
あ
る
生
徒
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
ア
カ
マ
ツ
は
開
校
以
来
長
く
生
徒

た
ち
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
脇
に
残
っ
て
い
た
ア
カ
マ
ツ

が
平
成
三
十
年
の
台
風
に
よ
り
倒
木
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
は
二
代
目
の

ア
カ
マ
ツ
が
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
に

よ
り
植
え
ら
れ
、
生
徒
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
 

　
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
生
徒
数
が
増

加
し
、
全
校
で
千
四
百
人
を
超
え
る
在

籍
と
な
り
教
室
不
足
の
た
め
、
第
七
中

学
校
を
開
設
し
大
沢
地
区
の
生
徒
た
ち

は
第
七
中
学
校
へ
通
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
三
鷹

市
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・

中
一
貫
校「
に
し
み
た
か
学
園
」が
開
園

し
第
二
小
学
校
・
井
口
小
学
校
と
と
も

に
、
に
し
み
た
か
学
園
の
保
護
者
・
地

域
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

　
本
校
の
校
歌
は
昭
和
三
十
一
年
三
月

五
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
歌
詞
の
最

後
に
は
教
育
目
標
で
あ
る
「
真
・
善
・

美
」が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。「
真
の
知
恵
、

善
い
行
い
、美
し
い
心
」は
第
二
中
学
校

の
目
指
す
生
徒
像
で
あ
り
、
第
二
中
学

校
の
保
護
者
・
地
域
の
方
々
の
願
い
が

今
も
脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。
 

　
七
十
年
間
変
わ
ら
な
い
の
は
「
子
ど

も
た
ち
の
素
直
さ
」「
保
護
者
・
地
域
か

ら
の
暖
か
い
ご
支
援
」そ
し
て「
教
職
員

の
教
育
に
か
け
る
情
熱
」で
す
。二
中
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
こ

れ
か
ら
も
本
校
の
教
育
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

　
最
後
に
周
年
行
事
に
際
し
ま
し
て
、

実
行
委
員
会
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
の
皆
様
方

に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
に
し
み
た
か
学
園
 

　
　
　
三
鷹
市
立
第
二
小
学
校
 

　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
髙
嵜
　
浩
三
 

　「
開
校
百
三
十
周
年
を
祝
っ
て
」
 

　
第
二
小
学
校
は
、
今
年
で
開
校
百
三

十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
明
治
二
十
六
年
の
開
校
以
来
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
新
入
生
と
し
て

迎
え
、
そ
し
て
卒
業
生
と
し
て
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
数
は
一
万
五
千

九
百
六
十
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
百
三
十

年
と
い
う
年
月
と
、
一
万
五
千
九
百
六

十
人
と
い
う
卒
業
生
の
数
に
、
歴
史
の

重
み
を
感
じ
ま
す
。
 

　
開
校
百
三
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、「
伝
統
と
未
来
を
つ
な
ぐ
桜
の
木

輝
く
笑
顔
　
第
二
小
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
決
め
ま
し
た
。こ
れ
は
、子
ど
も

た
ち
の
思
い
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
航
空
写
真
で
撮
影
す
る
地
上
絵

の
図
案
や
百
三
十
周
年
記
念
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
二
小
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
イ
ラ
ス
ト

な
ど
に
も
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を

た
く
さ
ん
取
り
入
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
十
月
二
十
三
日
に
は
児
童
が

主
体
と
な
り「
百
三
十
周
年
記
念
集
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
二
小
ク
イ
ズ
を
全

校
で
楽
し
ん
だ
後
に
、
二
小
の
伝
統
で

あ
る「
二
小
音
頭
」を
地
域
の
皆
さ
ん
や

卒
業
生
で
あ
る
保
護
者
と
一
緒
に
踊
っ

た
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
込
め

た
色
と
り
ど
り
の
風
船
を
児
童
だ
け
で

な
く
参
加
者
全
員
で
青
い
空
に
ま
い
あ

が
ら
せ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
大
人
に
と
っ
て
も
思
い
出
に
残
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

　
十
一
月
十
七
日
に
は
、
河
村
孝
三
鷹

市
長
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
来
賓
の

方
々
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
開
校
百
三

十
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
学

校
を
代
表
し
て
六
年
生
が
参
加
し
、
来

賓
の
方
々
、地
域
の
皆
様
、第
二
小
学
校

関
係
団
体
の
皆
様
と
、
百
三
十
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。
 

　
第
二
部
の
記
念
祝
賀
会
で
は
、
オ
ペ

ラ
歌
手
の
村
松
恒
矢
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
田
村
緑
さ
ん
を
迎
え
、
記
念
演
奏

会
を
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
が
歌
う
本
物

の
歌
声
、
プ
ロ
が
演
奏
す
る
本
物
の
ピ

ア
ノ
の
音
色
に
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
、
会
場
に
い
た
皆
さ
ん
が
感
動
し

て
い
ま
し
た
。圧
巻
だ
っ
た
の
が
、最
後

の
六
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
の
合
同
合

唱
で
す
。
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
伴
奏

で
、
プ
ロ
の
歌
手
と
一
緒
に
歌
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
歌
声
は
、
い
つ
も
以
上
に

思
い
が
こ
も
っ
た
力
強
い
歌
声
で
し

た
。
と
て
も
良
い
祝
賀
会
だ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
六
年
生
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
百
三
十
周
年
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま

せ
ん
が
、
九
月
三
十
日
に
、
百
周
年
に
 

埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
を

行
い
ま
し
た
。
二
百
名
近
い
卒
業
生
が

学
校
に
集
ま
り
、
三
十
年
前
に
書
い
た

自
分
あ
て
の
手
紙
を
手
に
取
っ
て
、
懐

か
し
そ
う
に
読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
も
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
友
だ
ち

と
昔
話
を
し
た
り
、
学
校
を
見
て
回
っ

た
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
学
校
を
思
う
気
持
ち
が
つ

な
が
っ
て
、
歴
史
が
重
ね
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
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 瞳
 

　
　
　
　
　
 

　
三
鷹
市
西
部
地
区
住
民
協
議
会
 

文
化
部
会
長
　
中
野
石
太
郎
 

「
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
」

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
数
年
が
過
ぎ

我
々
の
心
に
緩
み
が
出
て
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
の
資
料

に
よ
る
と
多
摩
地
区
の
直
下
型
地
震
が

再
度
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
こ
で
再
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
、
災
害
時
の
身
の
安
全
に
つ
い
て
確

認
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
 

１
 屋
内
の
チ
ェ
ッ
ク
 

□
　
家
具
が
転
倒
防
止
器
具
や
金
具
に
 

　
　
よ
っ
て
壁
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か
 

□
　
家
具
が
滑
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
が
 

　
　
し
て
あ
る
か
 

□
　
家
具
が
部
屋
の
一
箇
所
に
偏
っ
て
 

　
　
置
か
れ
て
い
な
い
か
 

□
　
ピ
ア
ノ
や
書
籍
な
ど
の
重
い
家
具
 

　
　
が
上
の
階
に
置
か
れ
て
い
な
い
か
 

□
　
背
の
高
い
家
具
や
上
部
が
重
い
家
 

　
　
具
が
寝
室
に
置
か
れ
て
い
な
い
か
 

□
　
家
具
の
上
や
高
い
所
に
荷
物
が
置
 

　
　
か
れ
て
い
な
い
か
 

□
　
ガ
ラ
ス
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
で
 

　
　
保
護
し
て
あ
る
か
 

□
　
家
の
中
に
避
難
経
路
、
避
難
口
は
 

　
　
確
保
さ
れ
て
い
る
か
 

２
 避
難
時
の
チ
ェ
ッ
ク
 

□
　
救
助
者
自
身
の
安
全
を
確
保
す
る
 

□
　
要
救
助
者
の
意
識
は
あ
る
か
 

□
　
呼
吸
を
し
て
い
る
か
 

□
　
脈
が
あ
る
か
 

□
　
手
足
を
動
か
せ
る
か
 

□
　
意
識
障
害
 

□
　
気
道
閉
塞
 

□
　
呼
吸
停
止
 

□
　
心
肺
停
止
 

　
こ
れ
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
気
を

配
り
な
が
ら
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
し
て
く
れ
た
中
学
生
諸
君

の
活
動
に
は
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
 

12
月
の
休
館
日
　
 

　
７
日
㈭
・
14
日
㈭
・
21
日
㈭
・
28
日
㈭
 

　
29
日
㈮
〜
１
月
４
日
㈭
　
年
末
年
始
休
 

　
12
月
27
日
㈬
・
１
月
５
日
㈮
 

　
午
後
５
時
閉
館
　 

　
　
　
　
 

 

地
域
の
文
化
を 

持
ち
寄
り
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

開
館
時
間
  平
日
 10
時
〜
21
時
 

              日
曜
 10
時
〜
17
時

節電にご協力ください。

　
西
部
地
区
住
民
協
議
会
の
広
報
紙
 

〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
し
み
た
か
〞
は
、

井
口
、
深
大
寺
、
野
崎
（
但
し
一
丁

目
は
除
く
）
の
各
地
域
に
無
料
で
全

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

〝コミュニティセンターは 　　 
　文化の風の通り道、 
知恵や友情の湧くところ〟　

　
　
 三
鷹
市
立
第
二
小
学
校
開
校
百
三
十
周
年
 

 祝
 

　
　
 三
鷹
市
立
第
二
中
学
校
開
校
七
十
周
年
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11
月
８
日
、
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
 

た
の
で
報
告
し
ま
す
。
 

　
令
和
５
年
10
月
の
C.C
利
用
者
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
，
３
０
１
人
　
 

報
告
事
項
 

藺
10
月
22
日
開
催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
 

　
動
会
は
、
昨
年
比
約
２
０
０
人
増
の
 

　
約
５
９
２
人
の
参
加
、
盛
況
に
開
催
 

　
さ
れ
た
。
 

藺
10
月
29
日
開
催
の
防
災
訓
練
は
、
昨
 

　
年
比
約
１
０
０
人
増
の
４
３
９
人
の
 

　
参
加
、
無
事
終
了
し
た
。
 

藺
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
 

　
る
相
談
サ
ロ
ン
が
拡
充
さ
れ
る
。
 

藺
住
協
活
動
・
事
業
に
地
域
ポ
イ
ン
ト
 

　
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
。
 

藺
機
械
の
老
朽
化
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
終
 

　
了
に
よ
り
、
印
刷
機
サ
ー
ビ
ス
を
終
 

　
了
す
る
。
 

部
会
報
告
 

　
総
務
部
会
―
―
11
月
６
日
部
会
。
二
 

　
　
中
地
区
児
童
生
徒
健
全
育
成
連
絡
 

　
　
協
議
会
等
の
日
程
を
決
定
。
 

　
厚
生
部
会
―
―
11
月
１
日
部
会
。
栄
 

　
　
養
料
理
教
室
、
演
芸
会
等
の
予
定
 

　
　
を
確
認
。
 

　
体
育
部
会
―
―
11
月
６
日
部
会
。
年
 

　
　
末
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
や
新
春
 

　
　
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の
予
定
を
確
認
。 

　
広
報
部
会
―
―
12
月
号
編
集
中
。
新
 

　
　
年
１
月
号
は
に
し
み
た
か
学
園
６
 

　
　
年
生
の
抱
負
を
氏
名
抜
き
で
掲
載
 

　
　
す
る
。
 

　
文
化
部
会
―
―
11
月
４
日
部
会
。
歌
 

　
　
声
広
場
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の
行
 

　
　
事
予
定
を
確
認
。
 

　
防
災
部
会
―
―
11
月
７
日
部
会
。
防
 

　
　
災
訓
練
の
反
省
、
部
会
研
修
会
を
 

　
　
確
認
。
 

町
会
だ
よ
り
 

　
深
大
寺
町
会
・
東
野
会
は
11
月
に
敬
 

　
老
会
を
予
定
。
各
町
会
と
も
歳
末
の
 

　
募
金
や
見
回
り
等
の
検
討
に
入
っ
て
 

　
い
る
。
 

住
協
派
遣
委
員
報
告
 

藺
住
協
の
在
り
方
検
討
委
員
会
…
住
協
 

　
HP
の
統
一
や
事
務
局
事
務
の
効
率
化
 

　
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
 

藺
市
民
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
協
働
セ
 

　
ン
タ
ー
20
周
年
事
業
を
12
月
２
日
、
 

　
３
日
に
開
催
。
 

藺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
委
員
会
…
 

　
学
園
・
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
 

　
施
中
。
 

協
議
事
項
 

①
三
鷹
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
実
証
運
 

　
行
評
価
・
検
証
検
討
委
員
会
へ
の
委
 

　
員
推
薦
に
つ
い
て
 

　
荻
野
会
長
を
推
薦
す
る
。
 

②
新
年
委
員
懇
親
会
の
日
程
に
つ
い
て
 

　
コ
ロ
ナ
禍
前
同
様
、
市
の
賀
詞
交
歓
 

　
会
開
催
後
、
同
日
（
１
月
６
日
）
に
 

　
行
う
。具
体
的
内
容
は
12
月
に
決
定
。 

③
年
末
年
始
の
閉
館
日
に
つ
い
て
 

　
12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日
が
年
末
年
 

　
始
休
館
日
、
12
月
27
日
及
び
１
月
５
 

　
日
は
５
時
閉
館
と
す
る
。
 

　
以
上
承
認
さ
れ
た
。
 

　
次
回
は
役
員
会
・
運
営
委
員
会
、
12

月
13
日
㈬
18
時
30
分
か
ら
で
す
。
 

 
 
 
 
 

サッシ・ガラス・アミ戸 

リフォームの御相談、お気軽に 
  　一級技能士の店 
　　　　　　　 

 多摩ガラス工芸 
　都知事許可（般ー49）第22027号 

薀0422-31-1287 
   FAX. 31-1230  
   三鷹市深大寺2-30-34 

 販売・修理
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コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り

美術・骨董品買取 
絵画・掛軸・茶道具・古書 

きもの・陶器 

見積・査定・出張無料 

一 点 鐘  
三鷹市野崎3-8-16 
0120-888-460

 ○
11
月
15
日
午
後
２
時
か
ら
三
鷹
市
公
 

　
会
堂
さ
ん
さ
ん
館
Ｋ
―
１
会
議
室
に
 

　
お
い
て
事
務
局
長
連
絡
会
が
開
催
さ
 

　
れ
、
庁
内
各
課
か
ら
の
依
頼
事
項
及
 

　
び
行
政
報
告
・
事
務
連
絡
の
あ
と
各
 

　
住
協
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
調
査
／
整
 

　
備
等（
各
住
協
の
HP
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）
 

　
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
 

住
協
ニ
ュ
ー
ス

 身近な人の異変や 
危ない兆候に気づいたら 
連絡・相談してください。 

市役所見守りネットワーク 
安心見守り電話 

0422-29-9270 
　　　　　第2の救急になれ 

三　鷹　市  

防
災
訓
練
終
わ
る
！
 

　
10
月
29
日
の
防
災
訓
練
に
は
４
３
９
 

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も

二
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
生
徒
の
活
動
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
広
場
 

【
介
護
者
・
高
齢
者
向
け
栄
養
相
談
】
 

　
け
や
き
苑
に
て
毎
月
行
わ
れ
て
い
る

「
介
護
者
ひ
ろ
ば
け
や
き
苑
」（
毎
月
第

３
木
曜
日
午
後
２
時
か
ら
）に
て
、管
理

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
を
行
い
ま

す
。
 

　
介
護
者
の
方
々
が
食
事
の
用
意
や
食

事
形
態
な
ど
、
日
ご
ろ
気
に
な
る
こ
と

や
お
悩
み
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
介
護
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ご
 

自
身
も
高
齢
で
あ
っ
た
り
、
就
労
さ
れ

て
い
た
り
と
、
毎
食
の
調
理
が
負
担
と

い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　
今
回
は
介
護
者
の
方
々
が
簡
単

な
調
理
で
栄
養
の
摂
れ
る
レ
シ
ピ
の
紹

介
な
ど
も
行
い
ま
す
。
 

　
講
師
は
福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん
ぐ
り
山

の
管
理
栄
養
士
小
形
美
乃
さ
ん
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

〔
日
　
時
〕
12
月
21
日
㈭
 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
 

〔
場
　
所
〕
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
け
や
き
苑
　
 

〔
問
合
せ
〕
三
鷹
市
西
部
地
域
包
括
支
 

　
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
　
 

　
　
　
０
４
２
２
・
３
４
・
６
５
３
６
 

〔
参
加
費
〕
無
料

西
の
森
俳
句
 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
治
子
 

過
ぎ
ゆ
く
日
あ
ま
り
に
早
し
十
二
月
 

目
を
つ
む
り
て
喜
怒
哀
楽
や
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
矢
　
惠
啓
 

熱
燗
や
一
日
の
無
事
を
謝
す
夕
餉
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
　
清
子
 

何
も
な
く
日
々
を
祈
る
や
冬
至
風
呂
 

朝
露
に
輝
き
光
る
松
の
影
 

　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
義
一
 

冬
日
受
け
五
百
羅
漢
に
友
の
顔
 

珍
し
や
角
巻
か
ぶ
り
瞽
女
ご

ぜ

が
往
く

生徒募集  
　そろばんを習うと 

　暗算の力がつき計算に強くなり 

　　　　　算数が好きになります 
新入生は毎月始め 
小学校１年生より 

☎0422-31-5036 
指定教場　東光珠算塾 
三鷹市深大寺2-5-5（東野住宅内）

☆デジタル相談サロンのご案内 
12月 19日㈫　13:30～、 
　　　　　　　　14:30～、15:30 
スマートフォン・タブレットの操作や 
お困りごとなど、ご相談ください。 
市民／事前申込制（まちづくり三鷹・ 
電話 40-9669）各時間帯ごと先着 2名／
無料／ご利用のスマートフォン等機器持
参／2階展示ホール／三鷹市 
コミュニティ創生課・まち 
づくり三鷹 
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 〇
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
 

　
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

　
警
視
庁
で
は
、
12
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の
間
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
を
習
慣
付
け
、
年
末
の
交
通

事
故
防
止
や
、
交
通
渋
滞
解
消

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
 

　
一
人
ひ
と
り
が
「
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
し
て
、
気
を
付
け

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
 

〇
自
転
車
も
飲
酒
運
転
に
な

り
ま
す
！
 

　「
自
転
車
な
ら
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

　
自
転
車
も
車
の
仲
間
で
す
。

飲
酒
運
転
は
、
当
然
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に
乗

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

〇
も
う
す
ぐ
冬
休
み
 

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
子
供
の

交
通
事
故
は
、
自
宅
の
近
く
で

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
大
人
が
手

本
を
示
し
て
、
繰
り
返
し
子
供

の
体
に
染
み
付
く
ま
で
交
通

ル
ー
ル
を
理
解
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
一
緒
に
過
ご
す

時
間
の
中
で
、
お
子
さ
ん
の
安

全
意
識
を
育
て
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
 

交
通
だ
よ
り

三鷹市内交通人身事故発生状況
死傷者数（人） 死傷者数（件）

死　亡

0 0 17 16 8 4

０

０

０

０

０

0

0

0

4

0

0

4

0

0

1

0

0

3

重　傷 軽　傷 総件数 高齢者 自転車地区
市　内

井　口

深大寺

野　崎

（令和 5年 10月 1日～10月 31日三鷹警察署資料より手集計）

高齢者のよろず相談 

 三鷹市西部地域 
     包括支援センター 
担当地区：井口・野崎（1丁目除く）・深大寺 
介護・介護予防・地域参加・生活　 
相談等、何でもご相談ください。 

場所：三鷹市深大寺2-29-13 

☎ 0422-34-6536

〜スマホの操作、ご相談ください！〜 

三鷹市西部地域包括支援センター主催 

「シニア向け 
スマホ個別相談会」 
 ＊毎月第1土曜日14時～ 

 （1人30分／参加費500円） 
 ＊場所：けやき苑（深大寺2-29-13） 
 ＊申込：0422-34-6536

　   　
 
 チ
ー
ズ
を
楽
し
む
 

　
年
末
年
始
は
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
人
が
 

集
ま
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
の
お
も
て
な
し
に
チ
ー
ズ
が
あ
れ

ば
と
て
も
重
宝
で
す
。
切
っ
て

並
べ
る
だ
け
で
立
派
な
一
品
に

な
り
ま
す
。
か
つ
て
一
般
的
だ

っ
た
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
だ
け
で

な
く
、
今
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
も
豊
富
に
出
回
り
、
料
理
や

お
酒
に
合
わ
せ
て
多
種
多
様
な

チ
ー
ズ
を
楽
し
む
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
 

　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
に
は
、

白
カ
ビ
、
青
カ
ビ
、
ウ
オ
ッ
シ

ュ
、
シ
ェ
ー
ブ
ル
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
、ハ
ー
ド
、セ
ミ
ハ
ー
ド
な
ど
、素
材

や
製
法
に
よ
る
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
時
間
と
と
も
に
熟
成
が

進
み
、
食
べ
頃
は
チ
ー
ズ
の
種
類
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。白
カ
ビ
、ウ
オ
ッ
シ

ュ
タ
イ
プ
は
賞
味
期
限
の
少
し
前
が
食

べ
頃
、青
カ
ビ
、ハ
ー
ド
な
ど
は
食
べ
頃

に
合
わ
せ
て
出
荷
す
る
の
で
、
購
入
し

た
ら
な
る
べ
く
早
く
食
べ
き
る
ほ
う
が

良
い
で
し
ょ
う
。
 

　
保
存
す
る
に
は
、
切
り
口
を

ピ
ッ
タ
リ
と
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム

で
覆
い
、
密
閉
容
器
に
入
れ
て

冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
。
 

　
柔
ら
か
い
白
カ
ビ
タ
イ
プ
、

光
に
弱
い
青
カ
ビ
タ
イ
プ
な
ど

は
、
ア
ル
ミ
箔
で
切
り
口
を
押

さ
え
て
か
ら
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム

で
包
み
ま
す
。
 

　
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
な
ら
家

庭
で
も
作
れ
ま
す
。
方
法
は
温

め
た
牛
乳
500
㎖
に
、
酢
大
さ
じ
１
の
割

合
で
入
れ
て
、よ
く
か
き
混
ぜ
、固
ま
っ

て
き
た
ら
布
巾
で
漉
す
、
と
い
う
簡
単

な
も
の
で
す
。
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

食はいのちです

大
沢
出
張
所
管
内
 

　
令
和
５
年
10
月
16
日
〜
11
月
15
日
 

　
　
火
災
件
数
　
　
　
　
　
１
件
 

　
　
救
急
出
場
件
数
　
２
２
３
件
 

 ファイヤーニュース

▽
防
犯
だ
よ
り
 

　
11
月
10
日
現
在
、
市
内
の
特
 

殊
詐
欺
被
害
は
50
件
、
被
害
額

は
約
１
億
７
千
万
円
と
増
加
し

て
お
り
、
犯
行
予
兆
電
話
も
数

多
く
か
か
っ
て
き
て
い
る
状
況

で
す
。
留
守
番
電
話
機
能
を
活

用
し
、
自
宅
に
い
る
時
で
も
留

守
電
設
定
に
す
る
と
か
、
防
犯

機
能
付
き
電
話
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
例
年
、
年
末
年
始
の
こ

の
時
期
は
、
犯
罪
が
集
中
し
て

起
こ
り
ま
す
。
空
き
巣
被
害
等

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
戸
締
ま
り

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
新
し
い
形

の
犯
罪
も
増
え
て
い
ま
す
。
高

齢
者
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
何

か
あ
っ
た
ら
誰
か
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

火災に注意！電子レンジを安全に使用しましょう！
　東京消防庁管内では、令和4年中（速報値）に電子レンジの火災が84件発生しました。
これは、10年前の約3倍の件数であり、電子レンジの火災は、近年、急激に増加してい
ます。 
　食品の加熱（必要以上に長い時間温める）や調理不可の包装（包装にアルミが使用され
ているもの）を加熱するなど、誤った使い方による火災が多数発生していますので、電子
レンジの使用方法を再確認しましょう。

電子レンジ火災の件数

キュータ

さつま芋や中華まんなどは、長時間加熱すると爆発的に燃焼する危険
性がある。加熱時間を長めにせず、取り扱い説明書等で確認する。

調理中はその場を離れずに、食品の様子を見ながら加熱する。

普段から電子レンジの周囲には、可燃物を置かないようにする。

冷凍食品などは、包装の表示を確認してから加熱する。

電子レンジ火災を防ぐ普段の心得

電子レンジ火災の対応
扉を開けずに 
電源を遮断する。

扉を閉めたまま、 
あわてずに庫内の 
様子を見る。

火が消えなければ、扉を
閉めたまま、消火器など
の消火器具を準備する。

➡ ➡

※万が一火災が発生したときは、119番通報してください。

日
常
備
蓄
を
 

心
掛
け
て
い
ま
す
か
？
 

　
日
常
備
蓄
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
 

に
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

ふ
じ
み
衛
生
組
合
地
元
協
議
会
報
告
 

副
会
長
　
石
川
　
英
浩
 

　
当
住
協
か
ら
派
遣
委
員
と
し
て
３
年
 

目
、
任
期
替
え
の
改
選
で
11
月
か
ら
地

元
協
議
会
会
長
を
引
き
受
け
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
ふ
じ
み
衛
生
組
合
の
ク
リ

ー
ン
プ
ラ
ザ
ふ
じ
み
で
は
、
三
鷹
市
民

と
調
布
市
民
が
排
出
し
た
年
間
約
７
万

ト
ン
の
ご
み
を
焼
却
し
、
焼
却
に
伴
っ

て
発
生
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活

用
し
、
電
気
や
温
水
を
作
っ
て
、
ふ
じ
み

衛
生
組
合
内
で
使
用
す
る
ほ
か
、
三
鷹

中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ
に

も
送
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
 

年
間
約
３
万
ト
ン
の
CO2
を
排
出
し
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
に
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

世
界
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
CO2
の

排
出
量
を
実
質
「
ゼ
ロ
」
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
に
一

歩
で
も
近
づ
く
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
排
出
量

を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実

現
の
た
め
、
西
部
地
区
住
民
協
議
会
で

も
厚
生
部
会
を
中
心
に
、
ご
み
減
量
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
 

広告を出しませんか？ 
　広報〝にしみたか〟は西部住協 

の地域、井口、深大寺、野崎（但
し 1丁目は除く）の各地域に毎月
全戸配布しています。 

　催し物、お店や事業所の宣伝に
この紙面を利用してみませんか。
月額 5,000円です。詳細は C.C事
務局（0422-32-7141）まで。 
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東京都指定給水装置工事事業者4751号 
三鷹市指定排水設備工事事業者40号 

土屋設備工業株式会社 
（山中通り双葉幼稚園入口一通入る） 

三鷹市深大寺1-6-25 

TEL 31 - 0300

・排水つまり修理

      ウォシュレット・ 
        シャワートイレ取付

水 漏 れ

T.39-4844 F.34-0167

印刷・出版などご相談に応じます

農協西野

鮨芳

天
文
台
通
り

　
　
　
　
　
　
二
中
通
り
商
店
会

老人ホーム

ご宴会承ります 
（定休・毎週水曜日）
祭日の場合は翌日 
三鷹市深大寺2-21-2

出前専用電話 31-9595
http://susiyosi.dweb.jp

江戸前

 
 
 

西野支店  TEL（31）8511

どなた様もご利用できます 
年金自動受取 
公共料金自動支払

 　
み
ん
な
の
た
め
の
場
所
で
、
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
で
い
る
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
 

熊
井
　
晃
史
 

　
Ｃ
Ｓ
委
員
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
 

ン
推
進
部
の
メ
ン
バ
ー
が
バ
ト
ン
を

つ
な
い
で
い
る
こ
ち
ら
の
紙
面
。
地

域
の
隅
々
ま
で
届
く
、
公
共
性
の
高

い
も
の
で
あ
る
な
か
で
、
「
個
々
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
！
」

と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
「
身
の
回
り
の
大

人
に
自
分
が
し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ

と
の
恩
を
今
の
世
代
に
贈
り
た
い
」

「
い
ろ
ん
な
大
人
に
出
会
え
る
と
い

う
街
の
豊
か
さ
を
大
切
に
し
た
い
」

な
ど
、
個
々
の
体
験
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
あ
り
つ
つ
も
、
多
く
の

人
の
想
い
と
重
な
り
が
あ
っ
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
こ

と
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
を
さ
ら
す

こ
と
で
も
あ
る
の
で
結
構
緊
張
し
ま

す
。
で
も
、
や
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ

か
。
今
回
は
そ
の
大
元
に
あ
る
と
こ

ろ
を
、
不
肖
な
が
ら
部
長
の
肩
書
の

バ
ト
ン
も
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た

私
の
立
場
か
ら
個
人
的
な
見
解
を
込

め
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
。
こ
れ
は

Ｃ
Ｓ
の
活
動
も
含
め
て
、
多
く
の
機

会
に
看
板
に
挙
げ
ら
れ
る
言
葉
で

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
異
論
の
余

地
を
挟
む
隙
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
上
で
、
も
う
少
し
考
え
て
み
る

と
、
当
の
本
人
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

「
だ
け
」
に
あ
る
も
の
は
、
少
し
窮

屈
な
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
何
か
を
「
し
て

も
ら
う
だ
け
」
の
存
在
で
は
な
い
か

ら
で
す
。
子
ど
も
た
ち
同
士
で
何
か

を
成
し
て
い
っ
た
り
、
世
代
を
超
え

て
大
人
た
ち
と
何
か
を
共
に
成
し
て
 

い
っ
た
り
す
る
存
在
で
も
あ
る
は
ず

で
す
。
第
一
に
、
周
り
の
大
人
が
ヘ

ロ
ヘ
ロ
に
な
っ
て
ま
で
「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
！
」
な
ん
て
言
っ
て
い

た
ら
、
そ
こ
に
は
ち
ょ
っ
と
居
心
地

の
悪
さ
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
な
の
で
、
あ
え
て
言
う
な
ら

ば
、
こ
の
世
の
中
は
楽
し
い
ぞ
と
思

わ
せ
る
背
中
を
見
せ
る
の
も
大
人
の

務
め
の
う
ち
、
と
思
い
ま
す
。
な
ん

て
、
自
分
が
楽
し
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
正
当
化
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う

な
気
も
し
つ
つ
、
と
は
い
え
、
な
ん

だ
か
、
つ
い
つ
い
、
そ
う
思
っ
ち
ゃ

い
ま
す
。
と
言
う
の
も
、
「
楽
し

み
」
と
い
っ
た
も
の
は
、
み
ん
な
で

作
っ
た
り
生
み
出
し
た
り
し
な
い

と
、
ど
ん
ど
ん
居
場
所
を
無
く
し
て

し
ま
い
そ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で

す
。
 

　
え
ー
っ
と
、
こ
こ
ま
で
は
ほ
と
ん

ど
前
置
き
で
、
「
Ｃ
Ｓ
は
ワ
イ
ワ
イ

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
だ
け
だ
っ
た

り
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
「
楽
し

さ
」
の
な
か
に
は
、
個
々
の
素
直
な

気
持
ち
や
想
い
を
持
ち
寄
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ

れ
、
大
切
で
す
よ
ね
。
こ
ち
ら
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
や
っ
て
い
る
こ
と

は
、
つ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た

り
し
ま
す
。
政
治
学
者
の
宇
野
重
規

さ
ん
は
、
「
〈
私
〉
時
代
の
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」
と
い
う
書
籍
の
中
で
、

「
〈
私
〉
を
排
除
し
た
〈
私
た
ち
〉

に
は
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
〈
私
た
ち
〉
の
い
な
い

〈
私
〉
は
絶
望
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
〈
私
〉
か
ら
〈
私
た
ち
〉
へ
、

そ
の
た
め
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
希

望
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
風
呂
敷
を
広

げ
た
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
そ
う

い
う
「
希
望
」
を
広
げ
て
い
き
た
い

次
第
で
す
。

 消防設備点検・工事・建築設備 
特殊建築物調査報告 

　　　消火器詰替1本・ （　　　　　　　） 標示板1枚でも伺います 

☎（0422）31-2781㈹ 
FAX（0422）33-5840 
三鷹市野崎2-4-12 
（野崎交差点スグ） 

 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
 

　
  ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

蘂 0422−32−6447

　あなたの近くにいる 
私たちだからできる 

　　　　　身近なサービス 

家電・補聴器・電気工事・水道工事　 
ガス給湯器・リフォーム 
☎（0422）30-9993 
FAX  0422-30-9994 

三鷹市野崎2-1-16（三鷹上連雀郵便前） 

㈱高坂デンキ商会

12 月の企画は江戸小噺（高野まゆみさん） 
市民／事前申込は不要／先着 40名／参加費無料／飲み物持参／詳しくはケアネット・にしみたか事務局地域
ケア推進室（0422-29-9235）まで／2階会議室／地域ケアネットワーク・にしみたか

18日㈪ 
13:30～14:30

よってらっしゃい 
に し み た か 

手話でクリスマスソングを歌おう♪ロビーに大きなツリーを飾ろう☆クリスマスプレゼントあり／小学生以下
市民（未就学児は保護者同伴）／無料／事前申込先着 30名（保護者含む）／事務局窓口またはお電話で 
場所：視聴覚室／持ち物：はさみ、水筒／講師：手話  鈴木先生、折り紙  作田先生／文化部会

3日㈰ 
10:00～12:00

子どものための 
ク リ ス マ ス 会 

クリスマス料理 いつもの材料で少しアレンジ！ミートボールグレイビーソース、マッシュポテト、リースサラ
ダ、マスタードパスタ、ふるふるレモン／市民／12名／500円／17日までに費用を添えて事務局へ 
持ち物：エプロン・三角巾・布巾 2枚／料理講習室／鈴木明子先生／健康づくり推進委員会

20日㈬ 
10:30～13:00

井口栄養料理教室

アイリッシュハープの演奏（クリスマスソング・他）※多世代交流事業ですので大人の方も参加可能です。 
対象：小学生以下の児童とその保護者を中心に大人の方も／参加費無料／直接おいでください。2階視聴覚室
地域ケアネットワーク・にしみたかと西多世代交流センターの共催

17日㈰ 
10:30～11:30

井口こどものつどい
大人も子どもも★みんなで遊ぼう！

行事名 日　時 内容・対象・募集人員・費用・申込方法など

ラジオ体操会 
3・10・17・24 日㈰

9:00～9:15 おはなし会 18 日㈪  
11:00～11:30・13:30～14:00・15:00～15:30 

野菜即売 
お休み中

 今月の行事ご案内　
井口コミュニティ・センターへどうぞ  TEL 32-7141　12月13日㈬  役員・運営委員会　18：30～ 

※費用の必要なお申込みは、平日18：30、日曜日16：45迄に窓口までお越しください。 
※行事で撮影した写真は広報にしみたかや井口コミュニティ・センターHPに掲載する場合があります。 

あそびとおしゃべりの会
13・20 日㈬ 10:30～12:00 

包丁研ぎ 
20 日㈬

10:00 
〜 

11:30 

歌 声 広 場 楽しく歌って明るく健康に！軽いストレッチをしてから皆さんの知っている懐かしい曲を歌います。 
歌集貸出し有り／市民／無料／直接おいでください／視聴覚室／文化部会

22日㈮ 
13:00～15:00

新春卓球体験会 初心者対象の卓球教室です。動きやすい服装でおいでください。上履き持参。 
小学 3年生以上／無料／事前申込先着 20名まで／電話または事務局窓口へ／C.C 体育館／体育部会

令和6年 
1月21日㈰ 
10:00～12:00
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